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は　し　が　き

　本調査は近年増加する登山者により，高山植物群落の破壊が進行しているかどうかを，見

極める目的で行っているものである。

　その材料としてハクサンコザクラを選んだのは，個体数の算出がクロユリなどに比し容易

であることによるものである（クロユリでは鱗茎が分散し，個体数は多いが有花個体数が割

合に少ない）。この理由から筆者らはすでに，白山のハクサンコザクラの量的分布と群落の組

成について調査，報告をした（和久田，芦原，里見:1973, 1975)また，白山との比較のた

め立山（五色ヶ原）で同じ方法での調査を行ったが，それより10年を経過した現在，その産

量の増減を見る目的で今夏行った調査結果を1979年の調査（大野，里見; 1979）と比較しつ

つ報告するものである。

　なお，本研究の一部に白山調査研究委員会の調査費を使用した。

調査地域及び調査方法

　白山は南竜ヶ馬場（図1, A）,エコーライン（図1, B）,弥陀ヶ原（図1, C）,水屋尻

雪渓(Ell, D）,と立山，五色ヶ原は五色小屋附近（図2, A）で行った。

　調査方法は以前と同じく（１ｍ×ｌｍ）方形区をランダムに置いてハクサンコザクラの有花
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個体数を調べた（表1,表２）。また，群落の組成（表3,表4)も記録した。被度および群度につ

いては下記のものを使用した。

Ｏ被度基準

　十… 1％以下　1…1～5％

　2…5～25%　3･‥25～50％

　4…50～75％　5…75～100％

Ｏ群度基準

　１　茎葉又は幹が孤立し，はなればなれに生ずる。

　２　団塊状または束状に生育する。

　３　群をなして（小斑またはクッション状）生育する。

　４　小さなコロニーを生ずるか，広い斑状または芝生状。

　５　大群生をなし全地域をおう。

　※　組成表中｡の植物は方形区内の出現したものをすべて記入したものである。

調　査　結　果

1）白　　山
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2）立山（五色ヶ原）

３）群落組成表

　表3,表４

考　　　　察

１)白山のハクサンコザクラの有花個体数について(1979年の調査との比較)。

　a　南竜ヶ馬場の平均有花個体数は40個体(1979),今回の調査では43個体とほとんど変動がない。

　　　このことから南竜ヶ馬場の高山植物群落の現状は，ここ数年は安定した状態が維持されている

　　　と考えてよいと思う。

b　室堂周辺については同一地域での調査はできなかったが，その周辺の調査で比較すると, 59個

　　体（1979）,今回が57個体となりこれもほとんど変動がないので一応,安定した状態で現状が維

　　持されているものと思われる。

c　調査地域全般の被度平均が, 3（34％）（1979）,今回は，4 （54％）と増加しているので，幼植

　　物がふえたことが考えられる。これは今後の見とおしとして明るい材料と考えてよいのではな

　　いか。

　以上のことより白山における高山植物群落は現状維持か，または将来の見とおしは明るいものが

　あると考えられる。

2）立山（五色ヶ原）のハクサンコザクラの有花個体数について（1979年の調査との比較）。

　　　前回の有花個体数平均は, 52個体今回はわずか７個体という激減の結果となった。その理由

　　として次のことが考えられる。

　a　この調査は昭和58年８月16日･17日に実施したが,おり悪しく台風５号, 6号に遭遇し,五色

　　小屋に滞在を余儀なくされ，かろうじて19日のみの調査で下山したことにより，調査方形区数

　　が少なかった。

b　連日の降雨で五色ヶ原全体が冠水し，花梗が折れるなどにより，確認が困難であった。
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c　五色ヶ原山荘主人によれば，今年の五色ヶ原のハクサンコザクラは例年からみて非常に花の咲

　　き方が少なかった。こんな年は今までに経験したことがない（原因不明）という話であった。

　　この理由は花芽形成時期に異常気象などのため，花芽の生育が悪かったとも考えられる。

　以上のように今回の立山（五色ヶ原）の調査は各種の悪条件のため比較の対称となり得ないので，

今回の論議よりはずしたいと思うが，被度平均は9％（1979年）から, 36％と今回増加しているので

幼植物，または，無花個体数は逆に増加していることは認められそうである。
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Summary

Primula cuneifolia var. hakusanensis growing in Mt. Hakusan retains the present amount as

a whole, and seems to be in a steady condition. We are not satisfiedwith our investigation in Mt.

Tateyama because of many sorts of bad conditions,but the owner of Goshikigahara mountain

cottage says that very few Primula cuneifolia var. hakusanensis bloomed in individual number

this vear.
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